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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年10月19日(2017.10.19)

【公表番号】特表2016-531991(P2016-531991A)
【公表日】平成28年10月13日(2016.10.13)
【年通号数】公開・登録公報2016-059
【出願番号】特願2016-543930(P2016-543930)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   7/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/24     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ    7/00     ＣＥＺＡ
   Ｃ０８Ｊ    5/24     ＣＥＲ　
   Ｂ３２Ｂ    5/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月11日(2017.9.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複合材物品であって、
　熱可塑性材料によってともに保持される強化材料のランダムな交差によって画定される
連続気泡構造のウェブを備える多孔性コア層であって、前記コア層は、前記コア層の表面
上に反撥剤処理を含み、前記反撥剤処理は、前記コア層の空隙中への流体の吸収を減少さ
せるのに効果的である、コア層と、
　前記コア層上に配置された基材と
を備える、複合材物品。
【請求項２】
　前記強化材料は、強化繊維を含む、請求項１に記載の物品。
【請求項３】
　前記強化繊維は、前記コア層の質量に基づいて、約２０質量％～約８０質量％で存在す
る、請求項２に記載の物品。
【請求項４】
　前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、炭素繊維
、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、請求項２に記載の
物品。
【請求項５】
　前記反撥剤処理を含む前記少なくとも１つの表面上に配置された接着剤層をさらに備え
る、請求項１に記載の物品。
【請求項６】
　前記接着剤層は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリアミド接着
剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、スチレン
ブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、シリコー
ン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤を含む、
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請求項５に記載の物品。
【請求項７】
　前記基材は、フィルム、フリム、スクリム、箔、織布、または不織布を含む、請求項５
に記載の物品。
【請求項８】
　前記反撥剤材料は、前記接着剤が温度および／または粘度の影響を受けないようにする
のに効果的である、請求項５に記載の物品。
【請求項９】
　前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリロニトリ
ルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、
ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポリカーボ
ネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリアミド、
ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマー、アモ
ルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイド、ポリ
アリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、シリコー
ン、およびそれらの組み合わせを含む、請求項１に記載の物品。
【請求項１０】
　前記コア層もしくは前記基材中に、または双方に難燃剤をさらに含む、請求項１に記載
の物品。
【請求項１１】
　前記コア層上に配置された前記基材が、前記基材の少なくとも１つの表面上に反撥剤処
理を含み、前記基材上の前記反撥剤処理は、前記基材中への流体の吸収を減少させるのに
効果的である、請求項１に記載の複合材物品。
【請求項１２】
　前記強化材料は、強化繊維を含む、請求項１１に記載の物品。
【請求項１３】
　前記強化繊維は、前記コア層の質量に基づいて、約２０質量％～約８０質量％で存在す
る、請求項１２に記載の物品。
【請求項１４】
　前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、炭素繊維
、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、請求項１２に記載
の物品。
【請求項１５】
　前記反撥剤処理を含む前記基材の前記少なくとも１つの表面上に配置された接着剤層を
さらに備える、請求項１１に記載の物品。
【請求項１６】
　前記接着剤層は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリアミド接着
剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、スチレン
ブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、シリコー
ン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤を含む、
請求項１５に記載の物品。
【請求項１７】
　前記基材は、フィルム、フリム、スクリム、箔、織布、または不織布を含む、請求項１
５に記載の物品。
【請求項１８】
　前記反撥剤材料は、前記接着剤が温度および／または粘度の影響を受けないようにする
のに効果的である、請求項１５に記載の物品。
【請求項１９】
　前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリロニトリ
ルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、
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ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポリカーボ
ネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリアミド、
ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマー、アモ
ルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイド、ポリ
アリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、シリコー
ン、およびそれらの組み合わせを含む、請求項１１に記載の物品。
【請求項２０】
　前記コア層もしくは前記基材中に、または双方に難燃剤をさらに含む、請求項１１に記
載の物品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２９】
　ある態様、例、および実施形態を上述したが、開示する例示の態様、例、および実施形
態の追加、置換、修正、および変更が可能であることが、本開示の恩典を考慮すれば、当
業者によって認識されるであろう。
　本発明のまた別の態様は、以下のとおりであってもよい。
〔１〕熱可塑性材料および前記熱可塑性材料中に分散された複数の強化材料を含み連続気
泡構造を提供するプリプレグであって、前記プリプレグは、前記プリプレグの少なくとも
１つの表面上に反撥剤処理をさらに含み、前記反撥剤処理は、前記プリプレグの前記連続
気泡構造中への流体の吸収を減少させるのに効果的である、プリプレグ。
〔２〕前記強化材料は、強化繊維を含む、前記〔１〕に記載のプリプレグ。
〔３〕前記強化繊維は、前記プリプレグの重量に基づいて、約２０重量％～約８０重量％
で存在する、前記〔２〕に記載のプリプレグ。
〔４〕前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、炭素
繊維、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔２〕に
記載のプリプレグ。
〔５〕前記反撥剤処理を含む前記少なくとも１つの表面上に配置される接着剤層をさらに
備える、前記〔１〕に記載のプリプレグ。
〔６〕前記接着剤層は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリアミド
接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、スチ
レンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、シリ
コーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤を含
む、前記〔５〕に記載のプリプレグ。
〔７〕前記接着剤層上に配置される基材をさらに備える、前記〔５〕に記載のプリプレグ
。
〔８〕前記反撥剤材料は、前記接着剤が温度の影響を受けないようにするのに効果的であ
る、前記〔５〕に記載のプリプレグ。
〔９〕前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリロニ
トリルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレー
ト、ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポリカ
ーボネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリアミ
ド、ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマー、
アモルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイド、
ポリアリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、シリ
コーン、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔１〕に記載のプリプレグ。
〔１０〕難燃剤をさらに含む、前記〔１〕に記載のプリプレグ。
〔１１〕熱可塑性材料および前記熱可塑性材料中に分散された複数の反撥剤処理された強
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化材料を含み連続気泡構造を提供するプリプレグであって、前記反撥剤処理された強化材
料は、前記プリプレグの前記連続気泡構造中への流体の吸収を減少させるのに効果的であ
る、プリプレグ。
〔１２〕前記強化材料は、強化繊維を含む、前記〔１１〕に記載のプリプレグ。
〔１３〕前記強化繊維は、前記プリプレグの重量に基づいて、約２０重量％～約８０重量
％で存在する、前記〔１２〕に記載のプリプレグ。
〔１４〕前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、炭
素繊維、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔１２
〕に記載のプリプレグ。
〔１５〕前記反撥剤処理された強化材料を含む前記少なくとも１つの表面上に配置される
接着剤層をさらに備える、前記〔１１〕に記載のプリプレグ。
〔１６〕前記接着剤層は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリアミ
ド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、ス
チレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、シ
リコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤を
含む、前記〔１５〕に記載のプリプレグ。
〔１７〕前記接着剤層上に配置される基材をさらに備える、前記〔１５〕に記載のプリプ
レグ。
〔１８〕前記反撥剤処理された強化材料は、前記接着剤が温度および／または粘度の影響
を受けないようにするのに効果的である、前記〔１５〕に記載のプリプレグ。
〔１９〕前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリロ
ニトリルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレ
ート、ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポリ
カーボネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリア
ミド、ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマー
、アモルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイド
、ポリアリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、シ
リコーン、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔１１〕に記載のプリプレグ。
〔２０〕難燃剤をさらに含む、前記〔１１〕に記載のプリプレグ。
〔２１〕熱可塑性材料によってともに保持される強化材料のランダムな交差によって画定
される連続気泡構造のウェブを備えるコアであって、前記コアは、前記コアの表面上に反
撥剤処理を含み、前記反撥剤処理は、前記コアの空隙中への流体の吸収を減少させるのに
効果的である、コア。
〔２２〕前記強化材料は、強化繊維を含む、前記〔２１〕に記載のコア。
〔２３〕前記強化繊維は、前記コアの重量に基づいて、約２０重量％～約８０重量％で存
在する、前記〔２２〕に記載のコア。
〔２４〕前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、炭
素繊維、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔２２
〕に記載のコア。
〔２５〕前記反撥剤処理を含む前記少なくとも１つの表面上に配置される接着剤層をさら
に備える、前記〔２１〕に記載のコア。
〔２６〕前記接着剤層は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリアミ
ド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、ス
チレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、シ
リコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤を
含む、前記〔２５〕に記載のコア。
〔２７〕前記接着剤層上に配置される基材をさらに備える、前記〔２５〕に記載のコア。
〔２８〕前記反撥剤材料は、前記接着剤が温度の影響を受けないようにするのに効果的で
ある、前記〔２５〕に記載のコア。
〔２９〕前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリロ
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ニトリルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレ
ート、ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポリ
カーボネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリア
ミド、ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマー
、アモルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイド
、ポリアリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、シ
リコーン、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔２１〕に記載のコア。
〔３０〕難燃剤をさらに含む、前記〔２１〕に記載のコア。
〔３１〕熱可塑性材料によってともに保持される複数の反撥剤処理された強化材料のラン
ダムな交差によって画定される連続気泡構造のウェブを備えるコアであって、前記反撥剤
処理された強化材料は、前記コアの空隙中への流体の吸収を減少させるのに効果的である
、コア。
〔３２〕前記強化材料は、強化繊維を含む、前記〔３１〕に記載のコア。
〔３３〕前記強化繊維は、前記コアの重量に基づいて、約２０重量％～約８０重量％で存
在する、前記〔３２〕に記載のコア。
〔３４〕前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、炭
素繊維、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔３２
〕に記載のコア。
〔３５〕前記反撥剤処理された強化材料を含む前記少なくとも１つの表面上に配置される
接着剤層をさらに備える、前記〔３１〕に記載のコア。
〔３６〕前記接着剤層は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリアミ
ド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、ス
チレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、シ
リコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤を
含む、前記〔３５〕に記載のコア。
〔３７〕前記接着剤層上に配置される基材をさらに備える、前記〔３５〕に記載のコア。
〔３８〕前記反撥剤材料は、前記接着剤が温度および／または粘度の影響を受けないよう
にするのに効果的である、前記〔３５〕に記載のコア。
〔３９〕前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリロ
ニトリルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレ
ート、ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポリ
カーボネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリア
ミド、ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマー
、アモルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイド
、ポリアリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、シ
リコーン、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔３１〕に記載のコア。
〔４０〕難燃剤をさらに含む、前記〔３１〕に記載のコア。
〔４１〕複合材物品であって、
　熱可塑性材料および前記熱仮想性材料中に分散された複数の強化材料を含み連続気泡構
造を提供するプリプレグであって、前記プリプレグは、前記プリプレグの少なくとも１つ
の表面上に反撥剤処理をさらに含み、前記反撥剤処理は、前記プリプレグの前記連続気泡
構造中への流体の吸収を減少させるのに効果的である、プリプレグと、
　前記プリプレグ上に配置される基材と
を備える、複合材物品。
〔４２〕強化繊維を含む、前記〔４１〕に記載の物品。
〔４３〕前記強化繊維は、前記プリプレグの重量に基づいて、約２０重量％～約８０重量
％で存在する、前記〔４２〕に記載の物品。
〔４４〕前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、炭
素繊維、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔４２
〕に記載の物品。
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〔４５〕前記反撥剤処理を含む前記少なくとも１つの表面上に配置される接着剤層をさら
に備える、前記〔４１〕に記載の物品。
〔４６〕前記接着剤層は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリアミ
ド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、ス
チレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、シ
リコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤を
含む、前記〔４５〕に記載の物品。
〔４７〕前記基材は、フィルム、フリム、スクリム、箔、織布、または不織布を含む、前
記〔４５〕に記載の物品。
〔４８〕前記反撥剤材料は、前記接着剤が温度の影響を受けないようにするのに効果的で
ある、前記〔４５〕に記載の物品。
〔４９〕前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリロ
ニトリルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレ
ート、ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポリ
カーボネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリア
ミド、ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマー
、アモルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイド
、ポリアリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、シ
リコーン、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔４１〕に記載の物品。
〔５０〕前記プリプレグもしくは前記基材中に、または双方に難燃剤をさらに含む、前記
〔４１〕に記載の物品。
〔５１〕複合材物品であって、
　熱可塑性材料および前記熱仮想性材料中に分散された複数の強化材料を含み連続気泡構
造を提供するプリプレグと、
　前記プリプレグ上に配置される基材であって、前記基材は、前記基材の少なくとも１つ
の表面上に反撥剤処理を含み、前記反撥剤処理は、前記基材中への流体の吸収を減少させ
るのに効果的である、基材と
を備える、複合材物品。
〔５２〕前記強化材料は、強化繊維を含む、前記〔５１〕に記載の物品。
〔５３〕前記強化繊維は、前記プリプレグの重量に基づいて、約２０重量％～約８０重量
％で存在する、前記〔５２〕に記載の物品。
〔５４〕前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、炭
素繊維、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔５２
〕に記載の物品。
〔５５〕前記反撥剤処理を含む前記少なくとも１つの表面上に配置される接着剤層をさら
に備える、前記〔５１〕に記載の物品。
〔５６〕前記接着剤層は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリアミ
ド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、ス
チレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、シ
リコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤を
含む、前記〔５５〕に記載の物品。
〔５７〕前記基材は、フィルム、フリム、スクリム、箔、織布、または不織布を含む、前
記〔５５〕に記載の物品。
〔５８〕前記反撥剤材料は、前記接着剤が温度および／または粘度の影響を受けないよう
にするのに効果的である、前記〔５５〕に記載の物品。
〔５９〕前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリロ
ニトリルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレ
ート、ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポリ
カーボネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリア
ミド、ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマー
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、アモルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイド
、ポリアリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、シ
リコーン、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔５１〕に記載の物品。
〔６０〕前記プリプレグもしくは前記基材中に、または双方に難燃剤をさらに含む、前記
〔５１〕に記載の物品。
〔６１〕複合材物品であって、
　熱可塑性材料および前記熱可塑性材料中に分散された複数の反撥剤処理された強化材料
を含み連続気泡構造を提供するプリプレグであって、前記反撥剤処理された強化材料は、
前記プリプレグの前記連続気泡構造中への流体の吸収を減少させるのに効果的である、プ
リプレグと、
　前記プリプレグ上に配置される基材と
を備える、複合材物品。
〔６２〕前記強化材料は、強化繊維を含む、前記〔６１〕に記載の物品。
〔６３〕前記強化繊維は、前記プリプレグの重量に基づいて、約２０重量％～約８０重量
％で存在する、前記〔６２〕に記載の物品。
〔６４〕前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、炭
素繊維、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔６２
〕に記載の物品。
〔６５〕前記反撥剤処理された強化材料を含む前記少なくとも１つの表面上に配置される
接着剤層をさらに備える、前記〔６１〕に記載の物品。
〔６６〕前記接着剤層は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリアミ
ド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、ス
チレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、シ
リコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤を
含む、前記〔６５〕に記載の物品。
〔６７〕前記基材は、フィルム、フリム、スクリム、箔、織布、または不織布を含む、前
記〔６５〕に記載の物品。
〔６８〕前記反撥剤材料は、前記接着剤が温度および／または粘度の影響を受けないよう
にするのに効果的である、前記〔６５〕に記載の物品。
〔６９〕前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリロ
ニトリルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレ
ート、ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポリ
カーボネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリア
ミド、ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマー
、アモルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイド
、ポリアリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、シ
リコーン、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔６１〕に記載の物品。
〔７０〕前記プリプレグもしくは前記基材中に、または双方に難燃剤をさらに含む、前記
〔６１〕に記載の物品。
〔７１〕複合材物品であって、
　熱可塑性材料および前記熱可塑性材料中に分散された複数の反撥剤処理された強化材料
を含み連続気泡構造を提供するプリプレグであって、前記反撥剤処理された強化材料は、
前記プリプレグの前記連続気泡構造中への流体の吸収を減少させるのに効果的である、プ
リプレグと、
　前記プリプレグ上に配置される基材であって、前記基材は、前記基材の少なくとも１つ
の表面上に反撥剤処理を含み、前記反撥剤処理は、前記基材中への流体の吸収を減少させ
るのに効果的である、基材と
を備える、複合材物品。
〔７２〕前記強化材料は、強化繊維を含む、前記〔７１〕に記載の物品。
〔７３〕前記強化繊維は、前記プリプレグの重量に基づいて、約２０重量％～約８０重量
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％で存在する、前記〔７２〕に記載の物品。
〔７４〕前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、炭
素繊維、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔７２
〕に記載の物品。
〔７５〕前記反撥剤処理された強化材料を含む前記少なくとも１つの表面上に、または前
記基材の少なくとも１つの反撥剤処理された表面上に、または双方に配置される接着剤層
をさらに備える、前記〔７１〕に記載の物品。
〔７６〕前記接着剤層は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリアミ
ド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、ス
チレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、シ
リコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤を
含む、前記〔７５〕に記載の物品。
〔７７〕前記基材は、フィルム、フリム、スクリム、箔、織布、または不織布を含む、前
記〔７５〕に記載の物品。
〔７８〕前記反撥剤材料は、前記接着剤が温度および／または粘度の影響を受けないよう
にするのに効果的である、前記〔７５〕に記載の物品。
〔７９〕前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリロ
ニトリルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレ
ート、ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポリ
カーボネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリア
ミド、ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマー
、アモルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイド
、ポリアリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、シ
リコーン、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔７１〕に記載の物品。
〔８０〕前記プリプレグもしくは前記基材中に、または双方に難燃剤をさらに含む、前記
〔６１〕に記載の物品。
〔８１〕複合材物品であって、
　熱可塑性材料によってともに保持される強化材料のランダムな交差によって画定される
連続気泡構造のウェブを備えるコアであって、前記コアは、前記コアの表面上に反撥剤処
理を含み、前記反撥剤処理は、前記コアの空隙中への流体の吸収を減少させるのに効果的
である、コアと、
　前記コア上に配置される基材と
を備える、複合材物品。
〔８２〕前記強化材料は、強化繊維を含む、前記〔８１〕に記載の物品。
〔８３〕前記強化繊維は、前記コアの重量に基づいて、約２０重量％～約８０重量％で存
在する、前記〔８２〕に記載の物品。
〔８４〕前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、炭
素繊維、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔８２
〕に記載の物品。
〔８５〕前記反撥剤処理を含む前記少なくとも１つの表面上に配置される接着剤層をさら
に備える、前記〔８１〕に記載の物品。
〔８６〕前記接着剤層は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリアミ
ド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、ス
チレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、シ
リコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤を
含む、前記〔８５〕に記載の物品。
〔８７〕前記基材は、フィルム、フリム、スクリム、箔、織布、または不織布を含む、前
記〔８５〕に記載の物品。
〔８８〕前記反撥剤材料は、前記接着剤が温度および／または粘度の影響を受けないよう
にするのに効果的である、前記〔８５〕に記載の物品。
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〔８９〕前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリロ
ニトリルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレ
ート、ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポリ
カーボネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリア
ミド、ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマー
、アモルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイド
、ポリアリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、シ
リコーン、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔８１〕に記載の物品。
〔９０〕前記コアもしくは前記基材中に、または双方に難燃剤をさらに含む、前記〔８１
〕に記載の物品。
〔９１〕複合材物品であって、
　熱可塑性材料によってともに保持される強化材料のランダムな交差によって画定される
連続気泡構造のウェブを備えるコアと、
　前記コア上に配置される基材であって、前記基材は、前記基材の少なくとも１つの表面
上に反撥剤処理を含み、前記反撥剤処理は、前記基材中への流体の吸収を減少させるのに
効果的である、基材と
を備える、複合材物品。
〔９２〕前記強化材料は、強化繊維を含む、前記〔９１〕に記載の物品。
〔９３〕前記強化繊維は、前記コアの重量に基づいて、約２０重量％～約８０重量％で存
在する、前記〔９２〕に記載の物品。
〔９４〕前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、炭
素繊維、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔９２
〕に記載の物品。
〔９５〕前記反撥剤処理を含む前記少なくとも１つの表面上に配置される接着剤層をさら
に備える、前記〔９１〕に記載の物品。
〔９６〕前記接着剤層は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリアミ
ド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、ス
チレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、シ
リコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤を
含む、前記〔９５〕に記載の物品。
〔９７〕前記基材は、フィルム、フリム、スクリム、箔、織布、または不織布を含む、前
記〔９５〕に記載の物品。
〔９８〕前記反撥剤材料は、前記接着剤が温度および／または粘度の影響を受けないよう
にするのに効果的である、前記〔９５〕に記載の物品。
〔９９〕前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリロ
ニトリルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレ
ート、ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポリ
カーボネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリア
ミド、ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマー
、アモルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイド
、ポリアリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、シ
リコーン、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔９１〕に記載の物品。
〔１００〕前記コアもしくは前記基材中に、または双方に難燃剤をさらに含む、前記〔９
１〕に記載の物品。
〔１０１〕複合材物品であって、
　熱可塑性材料によってともに保持される複数の反撥剤処理された強化材料のランダムな
交差によって画定される連続気泡構造のウェブを備えるコアであって、前記反撥剤処理さ
れた強化材料は、前記コアの空隙中への流体の吸収を減少させるのに効果的である、コア
と、
　前記コア上に配置される基材と
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を備える、複合材物品。
〔１０２〕前記強化材料は、強化繊維を含む、前記〔１０１〕に記載の物品。
〔１０３〕前記強化繊維は、前記コアの重量に基づいて、約２０重量％～約８０重量％で
存在する、前記〔１０２〕に記載の物品。
〔１０４〕前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、
炭素繊維、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔１
０２〕に記載の物品。
〔１０５〕前記反撥剤処理された強化材料を含む前記少なくとも１つの表面上に配置され
る接着剤層をさらに備える、前記〔１０１〕に記載の物品。
〔１０６〕前記接着剤層は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリア
ミド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、
スチレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、
シリコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤
を含む、前記〔１０５〕に記載の物品。
〔１０７〕前記基材は、フィルム、フリム、スクリム、箔、織布、または不織布を含む、
前記〔１０５〕に記載の物品。
〔１０８〕前記反撥剤材料は、前記接着剤が温度および／または粘度の影響を受けないよ
うにするのに効果的である、前記〔１０５〕に記載の物品。
〔１０９〕前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリ
ロニトリルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタ
レート、ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポ
リカーボネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリ
アミド、ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマ
ー、アモルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイ
ド、ポリアリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、
シリコーン、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔１０１〕に記載の物品。
〔１１０〕前記コアもしくは前記基材中に、または双方に難燃剤をさらに含む、前記〔１
０１〕に記載の物品。
〔１１１〕複合材物品であって、
　熱可塑性材料によってともに保持される複数の反撥剤処理された強化材料のランダムな
交差によって画定される連続気泡構造のウェブを備えるコアであって、前記反撥剤処理さ
れた強化材料は、前記コアの空隙中への流体の吸収を減少させるのに効果的である、コア
と、
　前記コア上に配置される基材であって、前記基材は、前記基材の少なくとも１つの表面
上に反撥剤処理を含み、前記反撥剤処理は、前記基材中への流体の吸収を減少させるのに
効果的である、基材と
を備える、複合材物品。
〔１１２〕前記強化材料は、強化繊維を含む、前記〔１１１〕に記載の物品。
〔１１３〕前記強化繊維は、前記コアの重量に基づいて、約２０重量％～約８０重量％で
存在する、前記〔１１２〕に記載の物品。
〔１１４〕前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、
炭素繊維、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔１
１２〕に記載の物品。
〔１１５〕前記反撥剤処理された強化材料を含む前記少なくとも１つの表面上に、または
前記基材の少なくとも１つの反撥剤処理された表面上に、または双方に配置される接着剤
層をさらに備える、前記〔１１１〕に記載の物品。
〔１１６〕前記接着剤層は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリア
ミド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、
スチレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、
シリコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤



(11) JP 2016-531991 A5 2017.10.19

を含む、前記〔１１５〕に記載の物品。
〔１１７〕前記基材は、フィルム、フリム、スクリム、箔、織布、または不織布を含む、
前記〔１１５〕に記載の物品。
〔１１８〕前記反撥剤材料は、前記接着剤が温度および／または粘度の影響を受けないよ
うにするのに効果的である、前記〔１１５〕に記載の物品。
〔１１９〕前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリ
ロニトリルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタ
レート、ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポ
リカーボネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリ
アミド、ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマ
ー、アモルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイ
ド、ポリアリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、
シリコーン、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔１１１〕に記載の物品。
〔１２０〕前記コアもしくは前記基材中に、または双方に難燃剤をさらに含む、前記〔１
１１〕に記載の物品。
〔１２１〕キットであって、
　熱可塑性材料および前記熱可塑性材料中に分散された複数の強化材料を含み連続気泡構
造を提供するプリプレグまたはコアと、
　前記プリプレグまたは前記コアの前記連続気泡構造中への流体、例えば液体、接着剤、
水、または他の流体の吸収を減少させるのに効果的である、反撥剤材料と、
　前記反撥剤材料を前記プリプレグまたは前記コア上に配置するための使用説明書と
を含む、キット。
〔１２２〕基材をさらに含む、前記〔１２１〕に記載のキット。
〔１２３〕前記基材は、フィルム、フリム、スクリム、箔、織布、または不織布を含む、
前記〔１２２〕に記載のキット。
〔１２４〕接着剤をさらに含む、前記〔１２１〕に記載のキット。
〔１２５〕前記接着剤は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリアミ
ド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、ス
チレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、シ
リコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤で
ある、前記〔１２４〕に記載のキット。
〔１２６〕キットであって、
　熱可塑性材料および前記熱可塑性材料中に分散された複数の強化材料を含み連続気泡構
造を提供するプリプレグまたはコアであって、前記プリプレグまたはコアは、前記プリプ
レグまたは前記コアの少なくとも１つの表面上に反撥剤処理をさらに含み、前記反撥剤処
理は、前記プリプレグまたは前記コアの前記連続気泡構造中への流体、例えば液体、接着
剤、水、または他の流体の吸収を減少させるのに効果的である、プリプレグまたはコアと
、
　基材と、
　前記プリプレグまたは前記コアとともに前記基材を使用して物品を提供するための使用
説明書と
を含む、キット。
〔１２７〕前記基材を処理するための反撥剤材料をさらに含む、前記〔１２６〕に記載の
キット。
〔１２８〕前記基材は、フィルム、フリム、スクリム、箔、織布、または不織布を含む、
前記〔１２６〕に記載のキット。
〔１２９〕接着剤をさらに含む、前記〔１２１〕に記載のキット。
〔１３０〕前記接着剤は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリアミ
ド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、ス
チレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、シ
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リコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤で
ある、前記〔１２９〕に記載のキット。
〔１３１〕キットであって、
　熱可塑性材料と、
　複数の強化材料と、
　反撥剤材料と、
　前記熱可塑性材料、前記複数の強化材料、および前記反撥剤材料を使用してプリプレグ
またはコアを生成するための使用説明書と
を含む、キット。
〔１３２〕基材をさらに含む、前記〔１３１〕に記載のキット。
〔１３３〕前記基材は、フィルム、フリム、スクリム、箔、織布、または不織布を含む、
前記〔１３２〕に記載のキット。
〔１３４〕接着剤をさらに含む、前記〔１３１〕に記載のキット。
〔１３５〕前記接着剤は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリアミ
ド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、ス
チレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、シ
リコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤で
ある、前記〔１３４〕に記載のキット。
〔１３６〕キットであって、
　熱可塑性材料および前記熱可塑性材料中に分散された複数の反撥剤処理された強化材料
を含み連続気泡構造を提供するプリプレグまたはコアであって、前記反撥剤処理された強
化材料は、前記プリプレグの前記連続気泡構造中への流体、例えば流体、接着剤、水、ま
たは他の流体の吸収を減少させるのに効果的である、プリプレグまたはコアと、
　基材と、
　前記プリプレグに前記基材を結合するための使用説明書と
を含む、キット。
〔１３７〕前記基材を処理するための反撥剤材料をさらに含む、前記〔１２６〕に記載の
キット。
〔１３８〕前記基材は、フィルム、フリム、スクリム、箔、織布、または不織布を含む、
前記〔１２６〕に記載のキット。
〔１３９〕接着剤をさらに含む、前記〔１２１〕に記載のキット。
〔１４０〕前記接着剤は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリアミ
ド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、ス
チレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、シ
リコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤で
ある、前記〔１２９〕に記載のキット。
〔１４１〕複合材物品の重量を低減させる方法であって、前記複合材物品の少なくとも１
つの構成要素を反撥剤材料で処理した後に、前記処理された構成要素を前記複合材物品の
別の構成要素に結合することを含む、方法。
〔１４２〕前記処理された構成要素は、プリプレグもしくはコアとして構成されるか、ま
たはプリプレグもしくはコアに結合される基材として構成される、前記〔１４１〕に記載
の方法。
〔１４３〕前記処理された構成要素の表面上での接着剤ビードの形成を促進するために、
前記反撥剤材料を選択することをさらに含む、前記〔１４１〕に記載の方法。
〔１４４〕前記処理された構成要素の前記基本重量は、未処理の構成要素の前記基本重量
未満であるが、依然として前記処理された構成要素と前記別の構成要素との間に同じ接着
強度を提供する、前記〔１４１〕に記載の方法。
〔１４５〕前記処理された構成要素の前記基本重量は、前記反撥剤処理が使用された場合
、少なくとも２０％低減される、前記〔１４１〕に記載の方法。
〔１４６〕複合材物品の構成要素を結合するために使用される接着剤の量を低減させる方
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法であって、前記複合材物品を形成する前に、前記複合材物品の構成要素の表面を、前記
構成要素中への流体、例えば液体、接着剤、水、または他の流体の吸収を減少させるのに
効果的である反撥剤材料で処理することを含む、方法。
〔１４７〕前記表面が、プリプレグもしくはコアの表面として、または基材の表面として
処理されるように構成することをさらに含む、前記〔１４６〕に記載の方法。
〔１４８〕接着剤を、前記処理された表面上に配置することをさらに含む、前記〔１４６
〕に記載の方法。
〔１４９〕前記構成要素に結合するために使用される接着剤を少なくとも２０重量％低減
させ、かついかなる反撥剤材料も使用されないときに存在する接着強度と同じ接着強度構
成要素間に提供するように、前記反撥剤材料を選択することをさらに含む、前記〔１４８
〕に記載の方法。
〔１５０〕接着剤を前記処理された表面上に堆積させた後に、前記表面上での接着剤ビー
ドの形成を促進するために、効果的な量の前記反撥剤材料を前記表面上に配置することを
さらに含む、前記〔１４６〕に記載の方法。
〔１５１〕シャワー室を組み立てるためのキットであって、前記〔１〕または前記〔１１
〕に記載の少なくとも１つのプリプレグと、前記プリプレグを使用して前記シャワー室を
設置するための使用説明書とを含む、キット。
〔１５２〕前記プリプレグの前記強化材料は、強化繊維を含む、前記〔１５１〕に記載の
キット。
〔１５３〕前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、
炭素繊維、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔１
５２〕に記載のキット。
〔１５４〕アクリルパネルおよびタイル張りから選択される少なくとも１つの表面仕上げ
材料をさらに含む、前記〔１５１〕に記載のキット。
〔１５５〕前記プリプレグと前記表面仕上げ材料との間で前記プリプレグの表面上に配置
されるように構成される接着剤をさらに含む、前記〔１５４〕に記載のキット。
〔１５６〕前記接着剤は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリアミ
ド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、ス
チレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、シ
リコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤を
含む、前記〔１５５〕に記載のキット。
〔１５７〕前記反撥剤材料は、前記接着剤が温度の影響を受けないようにするのに効果的
である、前記〔１５４〕に記載のキット。
〔１５８〕前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリ
ロニトリルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタ
レート、ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポ
リカーボネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリ
アミド、ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマ
ー、アモルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイ
ド、ポリアリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、
シリコーン、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔１５１〕に記載のキット。
〔１５９〕前記キットは、複数のプリプレグを含み、それぞれが、前記〔１〕に記載のプ
リプレグまたは前記〔１１〕に記載のプリプレグを含み、各プリプレグは、シャワーパネ
ルを受容するように構成される壁構造体の一方の表面を覆うようにサイズ決定および配設
される、前記〔１５１〕に記載のキット。
〔１６０〕複数のシャワーパネルをさらに含む、前記〔１５９〕に記載のキット。
〔１６１〕シャワー室を組み立てるためのキットであって、前記〔２１〕または前記〔３
１〕に記載の少なくとも１つのコアと、前記コアを使用して前記シャワー室を設置するた
めの使用説明書とを含む、キット。
〔１６２〕前記コアの前記強化材料は、強化繊維を含む、前記〔１６１〕に記載のキット
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。
〔１６３〕前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、
炭素繊維、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔１
６２〕に記載のキット。
〔１６４〕アクリルパネルおよびタイル張りから選択される少なくとも１つの表面仕上げ
材料をさらに含む、前記〔１６１〕に記載のキット。
〔１６５〕前記コアと前記表面仕上げ材料との間で前記コアの表面上に配置されるように
構成される接着剤をさらに含む、前記〔１６４〕に記載のキット。
〔１６６〕前記接着剤は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリアミ
ド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、ス
チレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、シ
リコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤を
含む、前記〔１６５〕に記載のキット。
〔１６７〕前記反撥剤材料は、前記接着剤が温度の影響を受けないようにするのに効果的
である、前記〔１６４〕に記載のキット。
〔１６８〕前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリ
ロニトリルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタ
レート、ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポ
リカーボネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリ
アミド、ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマ
ー、アモルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイ
ド、ポリアリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、
シリコーン、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔１６１〕に記載のキット。
〔１６９〕前記キットは、複数のコアを含み、それぞれが、前記〔２１〕に記載のコア、
または前記〔３１〕に記載のコアを含み、各プリプレグは、シャワーパネルを受容するよ
うに構成される壁構造体の一方の表面を覆うようにサイズ決定および配設される、前記〔
１６１〕に記載のキット。
〔１７０〕複数のシャワーパネルをさらに含む、前記〔１６９〕に記載のキット。
〔１７１〕シャワー室を組み立てるためのキットであって、前記〔４１〕～〔１１１〕に
記載の少なくとも１つの物品と、前記物品を使用して前記シャワー室を設置するための使
用説明書とを含む、キット。
〔１７２〕建物の内面を仕上げるためのキットであって、前記〔１〕～〔２０〕に記載の
プリプレグのうちの１つと、前記プリプレグを使用して前記内面を仕上げるための使用説
明書とを含む、キット。
〔１７３〕建物の内面を仕上げるためのキットであって、前記〔２１〕～〔４０〕に記載
のコアのうちの１つと、前記コアを使用して前記内面を仕上げるための使用説明書とを含
む、キット。
〔１７４〕建物の内面を仕上げるためのキットであって、前記〔４１〕～〔１２０〕に記
載の物品のうちの１つと、前記物品を使用して前記内面を仕上げるための使用説明書とを
含む、キット。
〔１７５〕建物構造体におけるかびの発生を防ぐ方法であって、前記〔１〕～〔２０〕に
記載の少なくとも１つのプリプレグを、前記建物構造体の内面に設置することを含む、方
法。
〔１７６〕建物構造体におけるかびの発生を防ぐ方法であって、前記〔４１〕～〔１２０
〕に記載の少なくとも１つの物品を、前記建物構造体の内面に設置することを含む、方法
。
〔１７７〕抗菌表面の製造を容易にする方法であって、前記〔１〕～〔２０〕に記載のプ
リプレグのうちの１つを提供することと、前記プリプレグを使用して前記抗菌表面を提供
するための指示を提供することとを含む、方法。
〔１７８〕抗菌表面の製造を容易にする方法であって、前記〔２１〕～〔４０〕に記載の
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コアのうちの１つを提供することと、前記コアを使用して前記抗菌表面を提供するための
指示を提供することとを含む、方法。
〔１７９〕抗菌表面の製造を容易にする方法であって、前記〔４１〕～〔１２０〕に記載
の物品のうちの１つを提供することと、前記物品を使用して前記抗菌表面を提供するため
の指示を提供することとを含む、方法。
〔１８０〕前記物品の表面は、少なくとも３の反撥性等級を備える、前記〔４１〕～〔１
２０〕のいずれかに記載の物品。
〔１８１〕熱可塑性材料および前記熱仮想性材料中に分散された複数の強化材料を含み連
続気泡構造を提供するプリプレグであって、前記プリプレグは、前記プリプレグの少なく
とも１つの表面上に反撥剤処理をさらに含み、前記反撥剤処理は、前記プリプレグの前記
連続気泡構造中への流体の吸収を減少させるのに効果的であり、前記プリプレグの表面の
いくつかの部分は、２００９年のＩＳＯ２３２３２によって試験したときに、少なくとも
３の反撥性等級を備える、プリプレグ。
〔１８２〕前記強化材料は、強化繊維を含む、前記〔１８１〕に記載のプリプレグ。
〔１８３〕前記強化繊維は、前記プリプレグの重量に基づいて、約２０重量％～約８０重
量％で存在する、前記〔１８２〕に記載のプリプレグ。
〔１８４〕前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、
炭素繊維、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔１
８２〕に記載のプリプレグ。
〔１８５〕前記反撥剤処理を含む前記少なくとも１つの表面上に配置される接着剤層をさ
らに備える、前記〔１８１〕に記載のプリプレグ。
〔１８６〕前記接着剤層は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリア
ミド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、
スチレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、
シリコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤
を含む、前記〔１８５〕に記載のプリプレグ。
〔１８７〕前記接着剤層上に配置される基材をさらに備える、前記〔１８５〕に記載のプ
リプレグ。
〔１８８〕前記反撥剤材料は、前記接着剤が温度の影響を受けないようにするのに効果的
である、前記〔１８５〕に記載のプリプレグ。
〔１８９〕前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリ
ロニトリルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタ
レート、ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポ
リカーボネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリ
アミド、ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマ
ー、アモルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイ
ド、ポリアリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、
シリコーン、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔１８１〕に記載のプリプレグ。
〔１９０〕難燃剤をさらに含む、前記〔１８１〕に記載のプリプレグ。
〔１９１〕熱可塑性材料および前記熱可塑性材料中に分散された複数の反撥剤処理された
強化材料を含み連続気泡構造を提供するプリプレグであって、前記反撥剤処理された強化
材料は、前記プリプレグの前記連続気泡構造中への流体の吸収を減少させるのに効果的で
あり、前記プリプレグの表面のいくつかの部分は、２００９年のＩＳＯ２３２３２によっ
て試験したときに、少なくとも３の反撥性等級を備える、プリプレグ。
〔１９２〕前記強化材料は、強化繊維を含む、前記〔１９１〕に記載のプリプレグ。
〔１９３〕前記強化繊維は、前記プリプレグの重量に基づいて、約２０重量％～約８０重
量％で存在する、前記〔１９２〕に記載のプリプレグ。
〔１９４〕前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、
炭素繊維、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔１
９２〕に記載のプリプレグ。
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〔１９５〕前記反撥剤処理された強化材料を含む前記少なくとも１つの表面上に配置され
る接着剤層をさらに備える、前記〔１９１〕に記載のプリプレグ。
〔１９６〕前記接着剤層は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリア
ミド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、
スチレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、
シリコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤
を含む、前記〔１９５〕に記載のプリプレグ。
〔１９７〕前記接着剤層上に配置される基材をさらに備える、前記〔１９５〕に記載のプ
リプレグ。
〔１９８〕前記反撥剤処理された強化材料は、前記接着剤が温度および／または粘度の影
響を受けないようにするのに効果的である、前記〔１９５〕に記載のプリプレグ。
〔１９９〕前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリ
ロニトリルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタ
レート、ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポ
リカーボネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリ
アミド、ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマ
ー、アモルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイ
ド、ポリアリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、
シリコーン、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔１９１〕に記載のプリプレグ。
〔２００〕難燃剤をさらに含む、前記〔１９１〕に記載のプリプレグ。
〔２０１〕熱可塑性材料によってともに保持される強化材料のランダムな交差によって画
定される連続気泡構造のウェブを備えるコアであって、前記コアは、前記コアの表面上に
反撥剤処理を含み、前記反撥剤処理は、前記コアの空隙中への流体の吸収を減少させるの
に効果的であり、前記コアの表面のいくつかの部分は、２００９年のＩＳＯ２３２３２に
よって試験したときに、少なくとも３の反撥性等級を備える、コア。
〔２０２〕前記強化材料は、強化繊維を含む、前記〔２０１〕に記載のコア。
〔２０３〕前記強化繊維は、前記コアの重量に基づいて、約２０重量％～約８０重量％で
存在する、前記〔２０２〕に記載のコア。
〔２０４〕前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、
炭素繊維、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔２
０２〕に記載のコア。
〔２０５〕前記反撥剤処理を含む前記少なくとも１つの表面上に配置される接着剤層をさ
らに備える、前記〔２０１〕に記載のコア。
〔２０６〕前記接着剤層は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリア
ミド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、
スチレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、
シリコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤
を含む、前記〔２０５〕に記載のコア。
〔２０７〕前記接着剤層上に配置される基材をさらに備える、前記〔２０５〕に記載のコ
ア。
〔２０８〕前記反撥剤材料は、前記接着剤が温度の影響を受けないようにするのに効果的
である、前記〔２０５〕に記載のコア。
〔２０９〕前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリ
ロニトリルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタ
レート、ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポ
リカーボネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリ
アミド、ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマ
ー、アモルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイ
ド、ポリアリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、
シリコーン、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔２０１〕に記載のコア。
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〔２１０〕難燃剤をさらに含む、前記〔２０１〕に記載のコア。
〔２１１〕熱可塑性材料によってともに保持される複数の反撥剤処理された強化材料のラ
ンダムな交差によって画定される連続気泡構造のウェブを備えるコアであって、前記反撥
剤処理された強化材料は、前記コアの空隙中への流体の吸収を減少させるのに効果的であ
り、前記コアの表面のいくつかの部分は、２００９年のＩＳＯ２３２３２によって試験し
たときに、少なくとも３の反撥性等級を備える、コア。
〔２１２〕前記強化材料は、強化繊維を含む、前記〔２１１〕に記載のコア。
〔２１３〕前記強化繊維は、前記コアの重量に基づいて、約２０重量％～約８０重量％で
存在する、前記〔２１２〕に記載のコア。
〔２１４〕前記強化繊維は、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、ガラス繊維、
炭素繊維、アラミド繊維、セラミック繊維、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔２
１２〕に記載のコア。
〔２１５〕前記反撥剤処理された強化材料を含む前記少なくとも１つの表面上に配置され
る接着剤層をさらに備える、前記〔２１１〕に記載のコア。
〔２１６〕前記接着剤層は、ポリオレフィン接着剤、エチレン酢酸ビニル接着剤、ポリア
ミド接着剤、ポリエステル接着剤、ポリウレタン接着剤、熱可塑性ポリウレタン接着剤、
スチレンブロックコポリマー接着剤、ポリカーボネート接着剤、フルオロ高分子接着剤、
シリコーン接着剤、シリコーンゴム接着剤、エラストマー接着剤、またはピロール接着剤
を含む、前記〔２１５〕に記載のコア。
〔２１７〕前記接着剤層上に配置される基材をさらに備える、前記〔２１５〕に記載のコ
ア。
〔２１８〕前記反撥剤材料は、前記接着剤が温度および／または粘度の影響を受けないよ
うにするのに効果的である、前記〔２１５〕に記載のコア。
〔２１９〕前記熱可塑性材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、アクリ
ロニトリルスチレン、ブタジエン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタ
レート、ポリブチレンテトラクロレート、ポリ塩化ビニル、ポリフェニレンエーテル、ポ
リカーボネート、ポリエステルカーボネート、熱可塑性ポリエステル、ポリイミド、ポリ
アミド、ポリエーテルイミド、アクリロニトリル－ブチルアクリレート－スチレンポリマ
ー、アモルファスナイロン、ポリアリーレンエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイ
ド、ポリアリールスルホン、ポリエーテルスルホン、ポリ（１，４フェニレン）化合物、
シリコーン、およびそれらの組み合わせを含む、前記〔２１１〕に記載のコア。
〔２２０〕難燃剤をさらに含む、前記〔２１１〕に記載のコア。
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